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Ⅳ 選択的評価事項 B  正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 
 
１ 選択的評価事項 B  「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 
 
 本校は, 地域住民等に対して練習船「弓削丸」や公開講座を活用することで, 地域社会に開かれた高等専門学

校づくりを目指す。地域社会との連携の基本的な考え方として, 小学生から社会人まで幅広く教育サービスが提

供できるように,「地域との交流を主眼においたテーマ」と「本校の特徴を活かしたテーマ」を念頭において公開

講座，出前授業，一日船長などの事業の実施及び図書館や体育施設などの開放を行う。 
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選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

（１）観点ごとの分析 

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の

学生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 
本校は，地域社会に開かれた高専として小学生から社会人まで幅広く教育サービスが提供でき

るように，公開講座等を実施している。 

公開講座の企画・運営は，公開講座規則（資料Ｂ－１－①－１）に基づき，各学科等から提出

された計画を公開講座委員会で審議し，年度計画を決めている。公開講座の対象は小学生から社

会人まで幅広く，地域との交流を主眼においたテーマと本校の特徴を活かしたテーマを念頭に置

いて様々な公開講座を実施している（資料Ｂ－１－①－２）。過去３年間に開催した講座数は，平

成 22 年度 12 講座，平成 23 年度 14 講座，平成 24 年度 15 講座であり，平成 25 年度の計画は 21

講座と年々講座数も増加している。 

また，練習船「弓削丸」を活用した「一日船長」等の教育サービスを実施しており，多数の参

加者がある（資料Ｂ－１－①－３）。また，小中学校を対象とした出前授業・ＳＰＰ事業を実施し

ている（資料Ｂ－１－①－４）。ＳＰＰ事業におけるテーマは本校の特徴を活かした海に関するテ

ーマを設け，練習船「弓削丸」も活用している。 

公開講座への参加者の募集に関しては，上島町の広報誌である「広報かみじま」への記載（資

料Ｂ－１－①－５），地元のケーブルテレビでの放映，ウェブサイトへの掲載（資料Ｂ－１－①－

６）等により周知に努めている。 

また，地域社会への教育サービスとして，図書館，体育施設及び史料館の開放を行っている。

図書館の開館時間に関しては本校ウェブサイトで告知している他，立て看板の設置を行っている

（資料Ｂ－１－①－７，８）。史料館については，概要紹介のためのリーフレットを作成している

（資料Ｂ－１－①－９）。また，部活動における他校との交流に関して，練習試合の際には本校の

施設である白雲館において合宿を行っている（資料Ｂ－１－①－10）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，公開講座の企画・運営を公開講座委員会で行うことで，教育サービスが組織的かつ

計画的に実施している。内容は，地域との交流を主眼においたテーマと本校の特徴を活かしたテ

ーマとを念頭に置いて立案している。受講対象者も小学生から一般人まで幅広く募っている。ま

た，練習船「弓削丸」を活用した，一日船長，出前授業・ＳＰＰ事業などを実施し，図書館，体

育施設及び史料館の開放も行っている。 

 以上のことから，本校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以外に

対する教育サービスが計画的に実施されている。 



弓削商船高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 

- 57 - 

資料Ｂ－１－①－１ 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集３－７抜粋） 
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資料Ｂ－１－①－２ 

（出典：企画広報室） 
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資料Ｂ－１－①－３ 
 

（出典：企画広報室） 
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資料Ｂ－１－①－４ 

（出典：学生課） 
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資料Ｂ－１－①－５ 

（出典：広報かみじま） 
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資料Ｂ－１－①－６ 
 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料Ｂ－１－①－７ 

資料Ｂ－１－①－８ 

（出典：本校ウェブサイト） 
 

（出典：図書館） 
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資料Ｂ－１－①－９ 

（出典：図書館） 
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資料Ｂ－１－①－10 
 

 

（出典：学生課） 
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観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がってい

るか。また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 
 公開講座の参加者数は平成 22 年度 211 名，平成 23 年度 162 名，平成 24 年度 232 名であり，出

前授業及びＳＰＰ事業参加者数は平成 24 年度 834 名，平成 24 年度 743 名（資料Ｂ－１－①－４）

に上り，練習船「弓削丸」を活用した，一日船長では乗り切れないくらいの希望者があり，それ

ぞれ成果を上げている。施設開放については，図書館や史料館への入館者は多くはないものの，

野球グランドを地域のソフトボール協会の試合に利用提供するなど実績を上げている。 

本校は，公開講座等の実施に当たって，ほぼ全ての講座でアンケート（資料Ｂ－１－②－１）

を行い，活動の成果を調査している。平成 24 年度に実施された公開講座におけるアンケート結果

（資料Ｂ－１－②－２）は，全体の意見として，すべての講座で「十分満足」「概ね満足」等の開

講に対して肯定的な結果となっている。 
 アンケート結果及び受講者の感想等のコメントは，講師を務めた教職員へフィードバックし，

公開講座委員会及び運営委員会においても報告・周知して，翌年度実施するための改善に役立て

ている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 
 本校の公開講座，一日船長，公開授業，ＳＰＰ事業及び施設開放等の教育サービスは，少子化

の進む島嶼部の環境で地域社会と連携を図り，概ね良好に実施され成果を上げている。公開講座

等の実施後のアンケート結果から，参加者は満足している状況である。アンケート結果は，講師

を務めた教職員へフィードバックしており，公開講座委員会などにおいて報告し，翌年度実施す

るための改善に役立てている。 

以上のことから，サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっており，

改善のためのシステムも機能しているといえる。 
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資料Ｂ－１－②－１ 
 

（出典：企画広報室） 
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資料Ｂ－１－②－２ 

 

（出典：企画広報室） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 
 本校は，練習船「弓削丸」を公開講座や一日船長及びＳＰＰ事業等に活用して，海洋に関する

教育サービスを展開している。工業系２学科は「ものづくり」，「コンピュータ」及び「ネットワ

ーク」をテーマに，総合教育科は数学や化学に関する公開講座を実施しており，「地域との交流を

主眼においたテーマ」と「本校の特徴を活かしたテーマ」の２つテーマを念頭においた幅広い公

開講座となっている。 

（改善を要する点） 

 該当なし 
 
（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

本校では，正規課程の学生以外に対する教育サービスが実施できるように，公開講座委員会を

設置して，組織的かつ計画的に実施している。公開講座の内容は，練習船「弓削丸」を多用する

などの「本校の特色を活かしたテーマ」と「地域との交流を主眼においたテーマ」をそれぞれ豊

富に実施している。受講対象者も小学生から一般人まで幅広く募っていて，事後のアンケート結

果から，参加者は満足している状況にある。さらに，少子化が進む島嶼部の環境下での参加者確

保については，講座内容の精選，練習船「弓削丸」の活用，出張講座，上島町との連携を図る等

に努めている。また，地域社会への教育サービスとして，図書館，体育施設及び史料館の開放を

行っている。 

 以上のことから，正規課程の学生以外に対する教育サービスは，活動の成果が十分に上がって

いるといえる。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況が良好である。 
 


